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特  集
蔡英文政権の成立と
台湾政治の今後

●
高
ま
る
改
革
の
機
運

　

台
湾
で
国
会
改
革
の
必
要
性
が
叫
ば

れ
て
久
し
い
。
改
革
が
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
状
況
に
、
立
法
院
に
向
け
ら
れ

た
住
民
の
眼
差
し
も
か
な
り
厳
し
い
。

『
天
下
雑
誌
』
の
調
査
に
よ
る
と
、
立

法
院
の
現
状
に
つ
い
て
九
割
近
く
（
八

八
・
八
％
）
が
「
不
満
で
あ
る
」
と
答

え
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

民
主
化
後
の
台
湾
で
国
会
改
革
の
試

み
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九

九
九
年
一
月
、「
立
法
院
組
織
法
」
を

は
じ
め
「
国
会
五
法
」
と
呼
ば
れ
る
五

つ
の
議
会
関
連
法
規
（
以
下
、議
会
法
）

が
改
正
さ
れ
、
議
事
効
率
の
向
上
と
委

員
会
の
審
査
会
機
能
の
強
化
が
図
ら
れ

た
。
こ
の
と
き
の「
党
団
協
商
」（
後
述
）

の
制
度
化
が
図
ら
ず
も
委
員
会
審
査
の

形
骸
化
を
招
い
た
こ
と
で
、
二
〇
〇
二

年
一
月
に
は
そ
の
是
正
措
置
と
し
て
の

法
改
正
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
国
会

改
革
の
焦
点
は
立
法
院
の
議
事
や
組
織

か
ら
選
挙
制
度
へ
と
移
り
、
〇
五
年
の

第
七
回
憲
法
改
正
で
は
小
選
挙
区
比
例

代
表
並
立
制
へ
の
選
挙
制
度
の
変
更
、

議
員
定
数
の
半
減
（
一
一
三
）
と
任
期

延
長
（
四
年
）
が
決
ま
り
、
〇
八
年
よ

り
実
施
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
一
連
の
改
革
の
効
果
は
十

分
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
立
法
院
に
は

依
然
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
た
。
混
乱

し
た
国
会
や
議
員
の
低
い
モ
ラ
ル
に
世

論
の
批
判
は
強
ま
っ
た
が
、
与
党
・
国

民
党
が
さ
ら
な
る
改
革
に
踏
み
出
す
こ

と
は
な
か
っ
た
。
先
の
第
八
期
立
法
院

で
は
、
議
事
運
営
を
決
定
す
る
程
序
委

員
会
（
議
院
運
営
委
員
会
に
相
当
）
に

お
い
て
、
野
党
・
民
進
党
が
提
出
し
た

改
革
法
案
は
八
〇
〇
回
以
上
も
「
門
前

払
い
」
と
な
っ
た
（
参
考
文
献
②
）。

　

今
回
の
政
権
交
代
に
と
も
な
い
立
法

院
に
は
大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
。
第
一

に
、
権
力
構
造
の
変
化
で
あ
る
。
政
権

を
奪
取
し
た
民
進
党
が
初
め
て
過
半
数

の
議
席
を
獲
得
し
た
。
第
二
に
、
議
員

の
若
返
り
で
あ
る
。
一
一
三
名
の
議
員

の
う
ち
新
人
が
四
七
名
を
占
め
、
年
齢

別
で
は
四
〇
歳
以
下
の
若
手
議
員
が
最

も
多
く
な
っ
た
。
女
性
議
員
の
割
合
も

四
〇
％
近
く
に
達
し
て
い
る
。
文
字
ど

お
り
「
新
し
い
」
国
会
の
誕
生
が
、
立

法
院
の
イ
メ
ー
ジ
刷
新
に
つ
な
が
る
だ

け
で
な
く
、
改
革
前
進
の
契
機
と
な
る

の
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
。

●
民
進
党
の
改
革
案

　

現
在
、
国
会
改
革
は
党
派
を
超
え
た

コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
本
年

二
月
、
第
九
期
立
法
院
が
召
集
さ
れ
る

と
各
党
か
ら
改
革
案
が
示
さ
れ
、
国
会

の
監
視
・
評
価
を
行
う
民
間
団
体
か
ら

も
提
言
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
後
、
議
論

は
民
進
党
案
を
軸
に
進
む
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
以
下
で
は
同
党
の
改
革
案
を

中
心
に
話
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　

国
会
改
革
は
蔡
英
文
総
統
が
公
約
に

松
本 

充
豊

国
会
改
革

―
民
進
党
改
革
案
の
検
討
を
中
心
に
―

掲
げ
た
「
五
大
政
治
改
革
」
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。「
国
会
の
自
主
」
を
尊
重
す

る
意
味
か
ら
、
民
進
党
の
改
革
案
は
同

党
の
議
員
団
（
会
派
）
で
あ
る
「
党
団
」

を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
き
た
。
改
革
案

（
参
考
文
献
③
）
は
「
人
民
の
国
会
、

開
か
れ
た
国
会
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
国
会
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

目
標
実
現
の
た
め
の
諸
案
に
は
、
議
会

法
の
改
正
を
要
す
る
も
の
、
そ
う
で
な

い
も
の
、
憲
法
改
正
が
必
要
な
も
の
も

あ
り
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

法
改
正
の
必
要
な
い
も
の
に
は
、
国

会
中
継
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
開
設
準
備
、
立

法
補
佐
機
構
の
活
用
や
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

（
国
民
発
案
）
導
入
の
検
討
な
ど
が
含

ま
れ
る
。
国
会
中
継
は
四
月
八
日
か
ら

試
験
的
に
始
ま
り
、
本
会
議
や
委
員
会

の
様
子
が
テ
レ
ビ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
中
継
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

憲
法
改
正
が
必
要
な
改
革
案
と
し
て

は
、
選
挙
権
年
齢
の
一
八
歳
へ
の
引
き

下
げ
、
監
察
院
の
廃
止
、
選
挙
制
度
・

選
挙
区
割
り
の
見
直
し
が
あ
る
。
実
現

可
能
性
の
点
か
ら
み
て
、
憲
法
改
正
を

要
す
る
改
革
の
実
現
は
極
め
て
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
議
会
法

の
改
正
で
対
応
可
能
な
も
の
は
、
議
員

の
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
、
直
ち
に
実
行

で
き
る
改
革
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
す
る
と
、
第
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一
に
、
議
長
の
中
立
性
を
確
立
す
る
た

め
、
議
長
の
政
党
活
動
を
禁
止
す
る
。

正
副
議
長
選
挙
へ
の
記
名
投
票
制
の
導

入
案
も
示
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

新
国
会
で
議
長
に
選
出
さ
れ
た
民
進
党

の
蘇
嘉
全
氏
は
、
議
長
の
中
立
化
と
い

う
同
党
の
主
張
を
実
践
す
る
た
め
、
党

の
要
職
（
中
央
常
務
執
行
委
員
）
を
辞

任
し
た
。

　

第
二
に
、
議
事
の
効
率
化
に
向
け
て
、

提
出
要
件
を
満
た
し
た
法
案
は
程
序
委

員
会
が
速
や
か
に
本
会
議
も
し
く
は
委

員
会
に
付
託
す
る
よ
う
定
め
る
。
こ
れ

ま
で
程
序
委
員
会
が
法
案
の
審
議
入
り

を
遅
ら
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。

　

第
三
に
、
委
員
会
中
心
主
義
の
実
現

の
た
め
、
全
体
の
三
分
の
一
の
条
文
が

委
員
会
で
審
査
中
の
法
案
は
、
本
会
議

で
審
議
せ
ず
委
員
会
に
差
し
戻
し
て
再

度
審
査
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
委
員
会

審
査
で
は
、
午
前
中
の
質
疑
に
は
委
員

全
員
が
出
席
し
て
も
、
午
後
の
討
論
で

は
出
席
者
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
少

な
く
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
議
事

の
進
行
が
優
先
さ
れ
、
多
く
の
法
案
が

十
分
な
審
査
を
行
わ
な
い
ま
ま
本
会
議

に
送
ら
れ
審
議
に
付
さ
れ
て
き
た
。

　

第
四
に
、
各
種
委
員
会
の
委
員
長
を

現
行
の
二
名
か
ら
一
名
に
改
め
る
。「
召

集
委
員
」
と
呼
ば
れ
る
委
員
長
は
会
期

毎
に
委
員
の
互
選
に
よ
り
二
名
選
出
さ

れ
、
輪
番
制
で
議
事
の
運
営
に
当
た
っ

て
い
る
。
委
員
長
に
新
人
議
員
が
選
出

さ
れ
た
り
、
対
立
す
る
会
派
か
ら
委
員

長
が
選
出
さ
れ
る
と
、
対
抗
的
な
議
事

進
行
が
行
わ
れ
審
査
が
混
乱
し
た
り
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
民
進
党
は
こ
の
委

員
長
一
人
制
を
次
の
第
一
〇
期
立
法
院

か
ら
実
施
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　

第
五
に
、
審
議
を
公
開
し
て
透
明
性

を
高
め
る
。
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、

委
員
会
審
査
の
傍
聴
許
可
、
党
団
協
商

を
含
む
す
べ
て
の
会
議
の
議
事
公
開
、

国
会
中
継
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
開
設
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
議
員
の
専

従
化
と
利
益
相
反
行
為
の
回
避
、
少
数

派
の
発
言
の
権
利
の
保
障
な
ど
を
含
む

本
会
議
で
の
議
事
の
改
革
、
立
法
院
の

調
査
権
の
強
化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

●
議
事
の
公
開
は
万
能
薬
か

　

先
に
紹
介
し
た
『
天
下
雑
誌
』
の
調

査
で
は
、「
立
法
院
が
最
も
改
革
す
べ

き
事
項
は
何
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て

「（
党
団
）
協
商
の
透
明
化
」（
二
六
・

六
％
）
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
議
事
の
効
率
化
」（
一
九
・
二
％
）、

「
議
員
の
モ
ラ
ル
」（
一
七
・
二
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
つ
い
て

も
民
進
党
案
で
は
何
ら
か
の
具
体
策
が

示
さ
れ
て
お
り
、
お
お
む
ね
世
論
の
期

待
に
応
え
る
改
革
案
だ
と
い
え
よ
う
。

特
に
あ
ら
ゆ
る
会
議
の
議
事
の
公
開
を

う
た
っ
た
こ
と
は
、
党
団
協
商
の
透
明

化
に
真
っ
向
か
ら
応
え
た
も
の
だ
。

　

党
団
協
商
と
は
立
法
院
の
議
会
制
度

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
各
政
党
か
ら
代
表

（
通
常
は
会
派
の
幹
部
）
ら
数
名
ず
つ

が
参
加
し
て
法
案
を
め
ぐ
っ
て
協
議
が

行
わ
れ
る
。
院
長
、
副
院
長
あ
る
い
は

法
案
を
提
出
し
た
会
派
の
代
表
が
こ
れ

を
取
り
仕
切
る
。
少
数
意
見
の
尊
重
と

議
事
の
効
率
化
が
狙
い
だ
っ
た
が
、
法

案
の
内
容
に
関
す
る
実
質
的
な
審
議
が

少
数
の
政
党
幹
部
の
密
室
で
の
協
議
に

委
ね
ら
れ
た
こ
と
で
、
委
員
会
審
査
の

形
骸
化
に
つ
な
が
っ
た
。
法
案
審
議
の

場
が
本
会
議
や
委
員
会
か
ら
密
室
へ
と

移
る
こ
と
で
、
交
渉
過
程
の
透
明
性
も

低
下
し
た
。「
密
室
政
治
」
と
批
判
さ

れ
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

一
般
論
と
し
て
、
審
議
の
公
開
性
を

高
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し

同
時
に
、
公
開
の
場
で
の
議
論
に
は
適

さ
な
い
議
題
も
あ
り
、
党
団
協
商
や
委

員
会
の
公
開
性
が
実
質
的
な
法
案
審
議

を
妨
げ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
認
識
す

べ
き
で
あ
る
。
議
事
の
公
開
が
新
た
な

「
密
室
」
を
生
み
出
す
可
能
性
も
あ
る
。

　

議
事
を
公
開
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
さ

れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
議
事
の

効
率
化
や
委
員
会
中
心
主
義
の
実
現
も

考
慮
す
る
な
ら
、
法
案
の
実
質
審
議
の

場
を
委
員
会
に
戻
す
た
め
、
む
し
ろ
審

査
会
の
一
部
を
非
公
開
に
す
る
と
か
、

党
団
協
商
の
仕
組
み
そ
の
も
の
を
議
論

す
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
だ
。

　

そ
の
他
の
改
革
案
も
、
議
事
の
効
率

化
や
委
員
会
中
心
主
義
の
実
現
に
と
っ

て
、
万
全
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
一

定
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、

台
湾
の
国
会
の
将
来
に
向
け
た
展
望
を

開
こ
う
と
す
る
な
ら
、
審
議
の
枠
組
み

を
も
っ
と
大
胆
に
変
更
す
る
構
想
が
示

さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
ま
つ
も
と　

み
つ
と
よ
／
京
都
女
子

大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
）
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